





















































1944年 アーノルト・シェーンベルク 70 歳記念イベントをハインリヒ・ヤロヴェッツが統括、アル
バースも関わる。
Ernst Bacon（音楽）、Barbara Beiswanger（ダンス）、Belle Boas（芸術教育）、Josef Breitenbach
（写真）、Mark Brunswick（音楽）、Jean Charlot（美術）、Victor D’Amico（芸術教育）、 José 
de Creeft（彫刻）、Agnes de Mille（ダンス）、Marcel Dick（音楽）、Lorna Freedman（音楽）、
Joanna Graudan（音楽）、Nikolai Graudan（音楽）、Walter Gropius（建築）、Doris Humphrey
（ダンス）、Rudolf Kolisch（音楽）、Ernst Krenek（音楽）、Lotte Leonard（音楽）、Barbara 
Morgan（写真）、J. B. Neumann（美術鑑賞）、Lionel Nowak（音楽）、Amédée Ozenfant（美
術批評）、Yella Pessl（音楽）、James Prestini（彫刻）、Bernard Rudofsky（被服）、Berta 
Rudofsky（革加工）、Roger Sessions（音楽）、Edward Steuermann（音楽）
1945年 ポリフォニーとアンサンブルをテーマとしたコンサートの企画。
Margaret Grant Beidler（小説）、Carol Brice（音楽）、Mary Callery（彫刻）、Frances Snow 
Drinker（音楽）、Alfred Einstein（音楽）、Lyonel Feininger（絵画）、Jacques Gordon（音楽）、
Fritz Goro（写真）、Walter Gropius、Roland Hayes（音楽）、Eva Heinetz（音楽）、Fannie 
Hillsmith（絵画）、Hugo Kauder（音楽）、Michael Kuttner（音楽）、Alvin Lustig（グラフィッ
ク・デザイン）、Kras Malno（音楽）、Josef Marx（音楽）、Robert Motherwell（絵画・美術批
評）、Gabor Rejto（音楽）、Bernard Rudofsky、Berta Rudofsky、Willem Valkenier（音楽）、
Karl With（美術史）、Ossip Zadkine（彫刻）、Emanuel Zetlin（音楽）
1946年 アルバースが講座を統括。ヤロヴェッツが２月に急逝したため、特別な音楽のイベントは開か
れなかった。
Leo Amino（彫刻）、Willi Burtin（グラフィック・デザイン）、Balcomb Greene（絵画）、　Walter 
Gropius、Jacob Lawrence（絵画）、Leo Lionni（グラフィック・デザイン）、 Beaumont Newhall
（写真）、Concetta Scaravagalione（彫刻）、Jean Varda（絵画）






Winslow Ames（版画史）、Charles Burchard（建築）、John Cage（音楽）、 Donald Calhoun（心
理学）、Merce Cunningham（ダンス）、Judith Davidoff（音楽）、Willem de Kooning（絵画）、
Buckminster Fuller（建築）、Peter Grippe（彫刻）、Edgar Kaufmann, Jr.（インダストリアル・
デザイン）、Beatrice Pitney Lamb（政治学）、Richard Lippold（彫刻）、Richard Lischer（家
具デザイン）、Helen Livingston（演劇）、Frederick Neumann（音楽）、Joan Radley Neumann
（音楽）、Beaumont Newhall、Isaac Rosenfeld（文学）
1949年 Frances Snow Drinker、Marli Ehrmann（織物）、Arthur Feilder（音楽）、Buckminster Fuller、
Klaus Liepmann（音楽）、Paul Matthen（音楽）、James Albert Pait（哲学・心理学）、John 
P. Scholtz（数学）、Mary-Averett Seelye（演劇）、Olivia Silberberg（音楽）、Ray Toubman
（音楽）、Nataraj Vashi（ダンス）、Pra-Veena（ダンス）、Jane Walley（陶芸・宝飾）、John 
Walley（ワークショップ）、Diana Woelffer（写真）、Emerson Woellfer（絵画）、John Walley,
（ダンサー）
1950年 Leo Amino、Robert Brink（音楽）、Harry Callahan（写真）、Eleftherios Eleftherakis（音楽）、
Paul Goodman（文学）、Clement Greenberg（美術史・批評）、Robert Klein（演劇）、 Katherine 
Litz（ダンス）、Theodoros Stamos（絵画）
1951年 Katharine Litz、Robert Motherwell、Ben Shahn（美術）、Arthur Siegel（写真）、Aaron Siskind
（写真）、David Tudor（音楽）
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1952年 John Cage、Merce Cunningham、William Wolff Joseph（織物）、Franz Kline（絵画）、Charles 
Oscar（デッサン）、Swell Sillman（美術）、Edgar M. Taschdjian（ヒューマン・エコロジー）、
David Tudor、Jack Tworkov（絵画）、Nataraj Vashi
1953年 John Cage、Merce Cunningham、Seymour Barab（音楽）、Warren MacKenzie（陶芸）、Josef 
Marx、Abraham Mishkind（音楽）、Marie Murelius（織物）、Hans Rademacher（数学）、




















うだ。1947 〜 48 年は、財政難と社会的需要を理由に芸術のカリキュラムを削減し社会科学を強
化しようとするアルバート・W.レヴィに対して、サバティカルのメキシコ滞在から帰ってきたア































小道具：バックミンスター・フラーと学生たち（Albert Lanier、Bruce Johns, Forrest Wright, 
Ruth Asawa, Ray Johnson, Raymond Spillenger）
このイベントの準備や上演に関する回想で述べられていることを簡易にまとめたものを以下の
表に示す。各抜粋の出典情報は次のとおり。
[Duberman]: Duberman 1972: 299-304
[Duberman/ Penn] : Duberman 1972: 303-304 所収のインタビュー（1968年７月13日）
[Harris]: Harris 1978: 154-156
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[Brown]: Brown 2007: 20-21
[Duberman/ Cage]: Duberman 1972: 379 所収のインタビュー（1969年４月26日）
[Duberman/ Cunningham]: Duberman 1972: 376-377所収のインタビュー（1967年12月18日）
[Duberman/ du Plessix]: Duberman 1972: 372-373所収のインタビュー（1967年３月24日）、イ
ベント当日の夜に書かれた日記の聞き書き
[Duberman/ Weirib]: Duberman 1972: 374-376 所収のインタビュー（1968年１月15日）
[Duberman/ Williams]: Duberman 1972: 373 所収のインタビュー（1968年６月11日）
[ゴールドバーグ]: ゴールドバーグ trans.1982 (orig. 1979): 125-126
[Harris]: Harris 1978: 226-228































































































































































































































































































に猛烈に反発したと述べている（p. 154）。また、翌 1949 年の夏期講座では、３日間の「バッハ・フェスティバ
ル」がボドキーらによって企画された。これは、前年のフェスティバルを意識してのこととも考えられる。




















パ滞在中にはサティの楽譜を探しており（シルヴァーマン trans. 2015: 89-90）、また、《ヴェクサシオン》の演奏
実現を1952年頭に計画したが、会場の契約の問題でうまくいかず、結局1963年に実現される。
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